
2026年8月10日
横浜ゴム株式会社

2026年度 第２四半期決算

決算説明会資料

経理・IR担当の結城でございます。

それでは、私の方から2026年度 第2四半期の決算の状況につきまして、ご説明させていただきます。
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2026年度 第２四半期 連結業績

2

はじめに、連結業績の状況です。
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Copyright(C) THE YOKOHAMA RUBBER CO., LTD.

US$ 158円 148円(前期) +10円
EUR 185円 162円(前期) +22円

194㌣ 190㌣(前期) +4㌣ ※SICOM TSR20 1M

83㌦ 68㌦(前期) +15㌦

2026年 2025年
1-6月 1-6月

売上収益 6,394 5,792 +602 +10.4% +445 +157 6,100 +294

PPA償却前 事業利益 1,032 721 +311 +43.1% +129 +181 818 +214
　（利益率） (16.1%) (12.5%) (+3.6%) (13.4%) (+2.7%)

事業利益 958 621 +337 +54.3% +134 +204 750 +208
　（利益率） (15.0%) (10.7%) (+4.3%) (12.3%) (+2.7%)

営業利益 1,097 549 +548 +100.0% +158 +390 860 +237
　（利益率） (17.2%) (9.5%) (+7.7%) (14.1%) (+3.1%)

当期利益 726 355 +370 +104.2% 450 +276

※1　PPA償却前 事業利益＝売上収益 － (売上原価 ＋ 販売費及び⼀般管理費 － PPA償却費等)
※2　事業利益＝売上収益 － (売上原価 ＋ 販売費及び⼀般管理費）
※3　親会社の所有者に帰属する中間利益

為替レート

TSR20※
WTI

増減 増減率 為替
影響

為替除く
増減

(億円)

前回予想
(5月時点)

前回比
増減

※3

※2

※1※1

3

損益実績（第２四半期累計）

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

この上期におきましては、ご覧の通り、売上収益から当期利益まで全ての段階利益、利益率におい
て過去最⾼を更新することができました。

売上収益は6,394億円、対前年⽐10.4%の増収、事業利益は958億円と、前回公表の750億
円を⼤きく過達し、事業利益率は15.0％と、前年から4.3%改善いたしました。

営業利益は、⽶国バージニア州のセーラム⼯場 閉鎖費用の計上はありましたが、旧イスラエル⼯場
の売却益を計上し1,097億円となり、当期利益は前回公表値から276億円増、前年⽐2倍超の
726億円となりました。
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Copyright(C) THE YOKOHAMA RUBBER CO., LTD.

（億円）

2026年 2025年 為替 為替除く
1-6月 1-6月 影響 増減

タイヤ 合計 5,804 5,236 +568 +10.8% +425 +143 5,545 +259
　(タイヤ) (3,667) (3,375) (+292) (+8.7%) (+215) (+77) (3,470) (+197)
　(OHT) (2,136) (1,861) (+276) (+14.8%) (+210) (+65) (2,075) (+61)
ＭＢ 549 513 +35 +6.9% +20 +16 520 +29
その他 42 43 ▲2 ▲3.6% － ▲2 35 +7

合計 6,394 5,792 +602 +10.4% +445 +157 6,100 +294

タイヤ 合計 890 566 +324 +57.3% +126 +198 694 +196
　(タイヤ) (630) (424) (+207) (+48.8%) (+99) (+108) (484) (+146)
　(OHT) (260) (142) (+117) (+82.5%) (+27) (+91) (210) (+50)
ＭＢ 63 52 +12 +22.5% +8 +4 55 +8
その他 5 4 +1 +33.7% － +1 1 +4
セグメント間消去 0 ▲0 +0 － － +0 － +0

合計 958 621 +337 +54.3% +134 +204 750 +208

前回比
増減増減率増減

売
上
収
益

事
業
利
益

前回予想
(5月時点)

4

事業別セグメント（第２四半期累計）

続きまして、事業別セグメントの状況です。

ご覧の通り、既存タイヤ事業、OHT事業、MB事業全てにおきまして増収増益、更に公表値を上回
ることができました。
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事業利益増減要因

5

固定費販売量原料価格

為替差

価格/MIX

OHT その他

2025年 2026年

2026年 第２四半期累計

ＭＢ

製造原価 当期
事業利益

物流費等

前期
事業利益

前年比 +337億円 増益
タイヤ +324 ＭＢ/その他 +13

減益要因

増益要因
（億円）

為替差($・€→\) +26
為替差(他→$・€) +26
原料価格 +62
販売量 +40
物流費等 ▲16
製造原価 ▲6
価格/MIX ▲17
固定費 ▲16
G-OTR +20

US$ 158円 148円(前期) +10円
EUR 185円 162円(前期) +22円

天然ゴム +18
合成ゴム +34
配合剤 +35
その他 +16

海上運賃 ▲1
　（量差 ▲7)

　（単価差 +3)
　（積載改善 +3)

流通コスト ▲15

価格 +43
MIX +27
棚卸未実現 ▲21

為替差 原料価格 販売量 物流費等 製造原価 価格/MIX 固定費 OHT MB その他 合計
期初予想 +18 +106 ▲15 ▲12 ▲4 ▲1 ▲32 +68 +3 ▲3 +129
期初比 +81 ▲3 +12 ▲4 +1 +49 +9 +50 +8 +4 +208

次に、事業利益の増減要因です。

まず、既存タイヤ事業の内訳です。為替差は円安の影響を受け+99億円、原料価格は購⼊ベース
では既に中東情勢の影響を受けていますが、ＰＬベースではまだ⼤きな発現はなく+104億円、販
売量は好調な欧州・インド等における販売増が北⽶の販売減をカバーし、全体ではほぼ前年並。ち
なみに市販用では前年⽐100％の伸⻑でした。価格/MIXは価格改定の効果+43億円に加え、
欧州を中心としたハイインチの増販やAGW⽐率の上昇等により+27億円、中東情勢の影響による
物流費やエネルギー費の悪化、インフレによる⼈件費等の固定費の悪化はありましたが、全体では対
前年⽐+207億円の⼤幅増益となりました。

OHT事業はY-ATG、Y-TWSにおきまして、為替影響により+52億円、原料価格の良化により
+62億円、販売量は特に農業機械用タイヤで前年⽐108％と⼤きく伸⻑したことにより+40億円と
なりました。また、G-OTRにおきましては昨年買収時の⼀過性費用が無くなったこともあり+20億円、
OHT全体では+117億円の⼤幅増益となりました。

MB事業は航空部品官需の販売好調に加えて、構造改革・拠点集約に伴うコスト改善などにより、
+12億円となりました。
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US$ 160円 145円(前期) +15円
EUR 185円 164円(前期) +22円

206㌣ 184㌣(前期) +22㌣ ※SICOM TSR20 1M
93ﾄﾞﾙ 64ﾄﾞﾙ(前期) +30ﾄﾞﾙ

2026年 2025年
4-6月 4-6月

売上収益 3,356 3,041 +315 +10.4% +268 +47
PPA償却前 事業利益 551 421 +130 +30.8% +70 +60
　（利益率） (16.4%) (13.9%) (+2.5%)

事業利益 514 380 +134 +35.1% +73 +61
　（利益率） (15.3%) (12.5%) (+2.8%)

営業利益 837 355 +482 +135.6% +103 +379
　（利益率） (24.9%) (11.7%) (+13.2%)

当期利益 579 270 +309 +114.2%

※1　PPA償却前 事業利益＝売上収益 － (売上原価 ＋ 販売費及び⼀般管理費 － PPA償却費等)
※2　事業利益＝売上収益 － (売上原価 ＋ 販売費及び⼀般管理費）
※3　親会社の所有者に帰属する四半期利益

増減

為替レート

TSR20※
WTI (億円)

増減率 為替
影響

為替除く
増減

※1

※3

※2
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損益実績（第２四半期）

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

続いて、第2四半期の実績です。

この第2四半期におきましても、売上収益から当期利益まで全ての段階利益、利益率で過去最⾼
を更新することができました。

売上収益は3,356億円、対前年⽐+10.4％の増収、事業利益は514億円、対前年⽐+134億
円、+35.1％の増益、事業利益率は15.3％と前年⽐2.8%改善いたしました。営業利益は837
億円、当期利益は579億円と、旧イスラエル⼯場跡地の売却益もあり⼤幅な増益となりました。
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（億円）

2026年 2025年 為替 為替除く
4-6月 4-6月 影響 増減

タイヤ 合計 3,022 2,732 +290 +10.6% +253 +37
　(タイヤ) (1,941) (1,755) (+186) (+10.6%) (+138) (+48)
　(OHT) (1,081) (977) (+104) (+10.7%) (+115) (▲11)
ＭＢ 309 283 +26 +9.1% +15 +11
その他 25 25 ▲1 ▲3.0% － ▲1

合計 3,356 3,041 +315 +10.4% +268 +47

タイヤ 合計 470 344 +126 +36.7% +66 +60
　(タイヤ) (328) (240) (+89) (+36.9%) (+49) (+39)
　(OHT) (142) (104) (+38) (+36.4%) (+17) (+21)
ＭＢ 41 33 +8 +23.2% +6 +1
その他 3 4 ▲0 ▲11.8% － ▲0
セグメント間消去 ▲0 ▲0 +0 － － +0

合計 514 380 +134 +35.1% +73 +61

売
上
収
益

増減 増減率

事
業
利
益

7

事業別セグメント（第２四半期）

続きまして、事業別セグメントの状況です。ご覧の通り、第2四半期におきましても全てのセグメントで
増収増益を達成いたしました。
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事業利益増減要因（第２四半期）

8

固定費販売量原料価格

為替差

価格/MIX
その他

2026年 第２四半期

ＭＢ

製造原価
当期

事業利益

物流費等

前期
事業利益

前年比 +134億円 増益
タイヤ +126 ＭＢ/その他 +7

OHT

減益要因

増益要因
（億円）

為替差($・€→\) +16
為替差(他→$・€) +11
原料価格 +25
販売量 +10
物流費等 ▲14
製造原価 ▲8
価格/MIX +7
固定費 ▲7
G-OTR ▲4

US$ 160円 145円(前期) +15円
EUR 185円 164円(前期) +22円

天然ゴム +13
合成ゴム +12
配合剤 +16
その他 +9

海上運賃 ▲4
　（量差 ▲0)

　（単価差 ▲5)
　（積載改善 +1)

流通コスト ▲11

価格 +17
MIX +12
棚卸未実現 ▲1

2025年 2026年
為替差 原料価格 販売量 物流費等 製造原価 価格/MIX 固定費 OHT MB その他 合計

第1四半期 +50 +53 ▲1 ▲0 ▲3 +20 ▲1 +80 +4 +2 +204

次に、事業利益の増減要因です。

まず、既存タイヤ事業の内訳です。中東情勢の影響等による物流費▲15億円、固定費▲22億円
の悪化を、為替差+49億円、原料価格+50億円、価格/Mix +28億円の良化で打ち返し、全体
では対前年⽐+89億の⼤幅増益となりました。

OHT事業はY-ATG、Y-TWSにおきまして、為替影響により+27億円、原料価格の良化により
+25億円、販売量は欧州・北⽶等を中心に全体で102％と販売が好調に推移したことにより+10
億円となりました。また、G-OTRにおきましてはGoodyearからの離脱に伴う⾃社システムへの移⾏で、
⼀時的に出荷が困難な時期があり▲4億円となりましたが、OHT全体では+38億円の⼤幅増益と
なりました。

MB事業も第1四半期に続き+8億円の増益となり、事業利益率も13%を越えるレベルとなりました。
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Copyright(C) THE YOKOHAMA RUBBER CO., LTD.

（億円）

26/6月末 25/12月末 前期末比
増減

流動資産 9,447 8,262 +1,186

現⾦及び現⾦同等物 1,471 1,074 +397
営業債権及びその他の債権 3,685 3,340 +345

棚卸資産 3,729 3,191 +538

その他の資産 563 657 ▲94

非流動資産 12,258 11,722 +536

資産合計 21,705 19,984 +1,722

負債 10,373 9,581 +792

資本 11,333 10,402 +930

負債・資本合計 21,705 19,984 +1,722

有利⼦負債 （※1） 6,152 5,358 +795
⾃⼰資本比率（％） 51.8% 51.6% +0.2%
D/Eレシオ 0.55 0.52 +0.03

ネットD/Eレシオ 0.42 0.42 +0.00
※1 有利⼦負債には、「リース負債」を含めておりません。

9

財務状況（前期末⽐）

次に、財務の状況です。

総資産は対前期末⽐で1,722億円増の2兆1,705億円となりました。スノータイヤの備蓄、為替円
安及び中東情勢の影響により棚卸資産等が増加していることが要因となりますが、⾃⼰資本⽐率は
51.8%、D/Eレシオは0.55倍、ネットD/Eレシオは0.42倍と、全体的にコントロールできております。
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Copyright(C) THE YOKOHAMA RUBBER CO., LTD.

（億円）

営業活動によるCF ▲ 88 253 ▲ 341
(除 政策保有株式売却益他 課税影響） (168)

投資活動によるCF ▲ 121 ▲ 1,903 ＋ 1,783

フリー CF ▲ 208 ▲ 1,651 ＋ 1,442

財務活動によるCF 567 1,397 ▲ 830

現⾦同等物の期末残高 1,471 960 ＋ 510

2026年
1-6月

2025年
1-6月

前年比
増減

キャッシュ・フローの状況

10

※政策保有株式売却益他 課税影響…政策保有株式売却などによる納税額増加分

次に、キャッシュ・フローの状況です。

営業キャッシュ・フローは▲88億円となりました。マイナスとなっている要因は、各種税⾦の⽀払におい
て中間納付を極小化しているために確定納付の割合が⼤きくなっていること、政策保有株式の売却
への課税影響、また、旧イスラエル⼯場売却に伴う税⾦を既に納付していることなどですが、⼀時的
な課税影響を除けば+168億円となります。

投資キャッシュ・フローは▲121億円となりました。主に、メキシコ・中国における新⼯場建設 関係の
⽀出により▲606億円、旧イスラエル⼯場など固定資産の売却により+552億円が主な内訳となり
ます。

その結果、フリーキャッシュフローは▲208億円となりました。
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2026年度 業績予想

次に、2026年の業績予想です。
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Copyright(C) THE YOKOHAMA RUBBER CO., LTD.

2026年度 業績予想

12

（前回予想から変更あり）

US$ 156円 145円(期初) +11円
EUR 178円 171円(期初) +7円

213㌣ 175㌣(期初) +38㌣ ※SICOM TSR20 1M

90㌦ 63㌦(期初) +27㌦

（億円）

売上収益 13,200 12,350 +850 +6.9% 13,000 +200

PPA償却前 事業利益 2,069 1,839 +230 +12.5% 2,014 +55
　（利益率） (15.7%) (14.9%) (+0.8%) (15.5%) (+0.2%)

事業利益 1,925 1,666 +259 +15.6% 1,880 +45
　（利益率） (14.6%) (13.5%) (+1.1%) (14.5%) (+0.1%)

営業利益 1,995 1,529 +466 +30.5% 1,915 +80
　（利益率） (15.1%) (12.4%) (+2.7%) (14.7%) (+0.4%)

当期利益 1,170 1,054 +116 +11.0% 1,090 +80

※1　PPA償却前 事業利益＝売上収益 － (売上原価 ＋ 販売費及び⼀般管理費 － PPA償却費等)
※2　事業利益＝売上収益 － (売上原価 ＋ 販売費及び⼀般管理費）
※3　親会社の所有者に帰属する当期利益

前回比
増減

2025年
実績 増減 増減率

2026年
前回予想
(5月時点)

2026年度7月以降　想定

為替レート
TSR20※

WTI

2026年
通期予想

※1

※2

※3

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

先⾏きが不透明な環境ではありますが、7月以降の想定として為替・原料の前提はご覧の通りとして
おります。

これらの前提のもと、売上収益は 1兆3,200億円、前回予想⽐+200億円、事業利益 は
1,925億円、前回予想⽐+45億円、営業利益は 1,995億円、前回予想⽐+80億円、当期利
益は 1,170億円、前回予想⽐+80億円、と好調な上期業績を反映して上方修正を⾏い、過去
最⾼を更新する前回予想値を更に上回る業績予想としております。
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Copyright(C) THE YOKOHAMA RUBBER CO., LTD.

事業別セグメント（通期）

13

（前回予想から変更あり）

（億円）

タイヤ 合計 12,030 11,213 +817 +7.3% 11,830 +200
　(タイヤ) (7,900) (7,501) (+399) (+5.3%) (7,750) (+150)
　(OHT) (4,130) (3,711) (+419) (+11.3%) (4,080) (+50)

ＭＢ 1,070 1,056 +14 +1.4% 1,070 －
その他 100 81 +19 +23.1% 100 －

合計 13,200 12,350 +850 +6.9% 13,000 +200

タイヤ 合計 1,789 1,550 +239 +15.4% 1,746 +43
　(タイヤ) (1,370) (1,237) (+133) (+10.7%) (1,337) (+33)
　(OHT) (419) (313) (+106) (+34.0%) (409) (+10)

ＭＢ 125 111 +14 +12.7% 123 +2
その他 11 5 +6 +112.3% 11 －
セグメント間消去 － ▲0 +0 － － －

合計 1,925 1,666 +259 +15.6% 1,880 +45

2026年
予想

2025年
実績 増減 増減率

売
上
収
益

事
業
利
益

前回比
増減

2026年
前回予想

(5月時点)

セグメント別損益予想は記載の通りです。
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Copyright(C) THE YOKOHAMA RUBBER CO., LTD.

1,666
1,925

+132 +93 +87 +106
+14 +6

 ▲39  ▲63 ▲18  ▲59

為替差 原料価格 販売量 物流費等 製造原価 価格/MIX 固定費 OHT MB その他 合計
期初予想 ▲10 +141 +77 ▲23 ▲0 ▲14 ▲71 +96 +12 +6 +214
期初比 +143 ▲181 +16 ▲40 ▲18 +101 +12 +10 +2 - +45

事業利益増減要因（通期）

14

固定費販売量原料価格

前期
事業利益

為替差
価格/MIX OHT その他ＭＢ

製造原価

2026年（通期予想）

物流費等

当期
事業利益

増益要因
減益要因

（億円）

2025年 前年比+259億円 増益

タイヤ +239 ＭＢ/その他
+20

2026年

US$ 157円 150円(前期) +8円
EUR 181円 169円(前期) +12円

天然ゴム ▲15
合成ゴム ▲52
配合剤 +2
その他 +25

海上運賃 ▲14
(量差 ▲17)

(単価差 ▲1)
(積載改善 +4)

流通コスト ▲49

価格 +16
MIX +51
棚卸未実現 +21

(OHT内訳) +106
為替差($・€→\) +31
為替差(他→$・€) +41
原料価格 ▲7
販売量 +87
物流費等 ▲35
製造原価 ▲20
価格/MIX +56
固定費 ▲79
G-OTR +32

通期の増減要因です。

まず、既存タイヤ事業の内訳です。中東情勢の影響等を受け、原料価格は▲39億円、物流費は
▲63億円、製造原価は▲18億円と期初予想から⼤きく⾒直しを⾏っております。⼀方、これらの悪
化を前年⽐103％の販売増で+93億円、価格/MIX+87億円、更には先ほどの想定レートに基づ
く為替差+132億円で打ち返し、+133億円の増益を⾒込んでおります。

OHT事業におきましても同様に、原料価格・物流費・製造原価におきまして中東情勢の影響を受け
ますが、販売量・価格/MIXで打ち返し、為替を含めて、+106億円の増益を⾒込んでおります。

スライド下部に期初時点の増減要因を記載しております。中東情勢の影響で、原料価格・物流費・
エネルギー費が全社で約330億円の悪化を⾒込んでおりますが、価格転嫁等の活動と為替にも助
けられ、⼗分オフセットできると⾒込んでおります。

14
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将来⾒通しに関する注意事項

この資料に含まれている将来に関する⾒通しや予測は、
現在⼊手可能な情報を基に当社の経営者が判断した
ものです。実際の成果や業績は、さまざまなリスクや
不確定な要素により、記載されている内容と異なる
可能性があります。

私からの説明は以上となります。ありがとうございました。

15



Copyright(C) THE YOKOHAMA RUBBER CO., LTD. 16

■タイヤ事業（乗用⾞用・トラックバス用など）地域別販売本数前年伸⻑率

（ご参考）タイヤ販売前年伸⻑率

■ OHT事業（Y-ATG・Y-TWS）の販売量合算の前年⽐（G-OTR事業を除く） ■農業機械用REP需要対前年⽐

※当社推定

2026年間計画2026上期実績2026年2Q実績（4-6月）
REPOE合計REPOE合計REPOE合計

101%99%100%100%100%100%95%98%96%日本
100%90%98%89%90%89%95%93%95%北⽶
114%91%114%117%100%117%121%75%120%欧州
112%91%102%129%71%100%130%77%105%中国
107%93%104%93%96%94%89%98%91%アジア
111%93%111%118%86%117%118%73%117%インド
113%-113%103%-103%104%-104%その他
106%95%103%103%91%100%103%92%100%合計

2026年間2026 2Q
102%102%北⽶
100%100%欧州

地域別構成⽐
2026年間計画2026上期実績2026年2Q

39%39%38%
17%16%18%
9%9%9%

13%13%14%
9%9%9%
5%5%5%
9%8%8%

100%100%100%

2026年間計画2026上期実績2026年2Q実績（4-6月）
REPOE合計REPOE合計REPOE合計

110％102％108％109％110％109％104％102％103％Americas
104％110％106％100％113％105％101％103％102％EMEA
102％125％107％106％123％110％90％132％99％APAC
106％109％107％104％113％107％100％105％102％合計

16
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（ご参考）2026年タイヤ事業 ⾼付加価値商品販売推移

GEOLANDAR

18インチ以上

ADVAN
AGW構成比

（本数ベース）

2026年
計画

47％
WINTER

2022 上期 2023 上期 2024 上期 2025 上期 2026 上期 2022 上期 2023 上期 2024 上期 2025 上期 2026 上期

2022 上期 2023 上期 2024 上期 2025 上期 2026 上期 2022 上期 2023 上期 2024 上期 2025 上期 2026 上期

98%

18インチ以上構成⽐
2026年実績 28％

対前年同期⽐販売本数伸⻑率（上期1-6月）

130%

vs2025 vs2025

110%

vs2025

106%

vs2025

17
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（ご参考）タイヤ⽣産ゴム量実績
横浜ゴムグループ全体⽣産ゴム量実績

0

100

200

300

400

2022年上期 2023年上期 2024年上期 2025年上期 2026年上期

国内 海外

18

2026年上期2025年 上期※22024年 上期2023年 上期※12022年 上期（単位︓千トン）
9694787878国内
198198194 156 150海外
294291271 234 228 合計

※1 Y-TWS連結開始（2023年2Qより連結）
※2 G-OTR連結開始（2025年1Qより連結）

33％

67%

34％

66%
67%

33％

71%

29％

68%

32％
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